
新
荘
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
開
催

新荘学区の常住人口	 世帯数 2,895
男 2,637　女 2,767　　合計 5,404

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 486	（ 8.8％）	 15	〜 64 才	 3,073	（56.1％）
　【参考値】	 65	才以上	 1,917	（35.1％）

３
月
２
日
（
日
）、
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
令
和
６
年
度
新
荘
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
昨
年
度
に

続
き
開
催
さ
れ
、
晴
天
の
な
か
、
延
べ
３
０
０
人
の
地

域
の
皆
様
が
参
加
し
、
お
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
会
式
に
続
き
定
期
講
座
・
利
用

団
体
計
９
つ
の
発
表
が
行
わ
れ
、
小
会
議
室
で
は
指
圧

体
験
教
室
、
和
室
で
は
石
州
流
茶
道
、
市
民
サ
ロ
ン
で

は
バ
ザ
ー
、
調
理
室
で
は
豚
汁
販
売
、
駐
車
場
・
市
民

サ
ロ
ン
で
は
肉
ま
ん
、
あ
ん
ま
ん
な
ど
６
つ
の
模
擬
店

販
売
が
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
の
あ
と
、
ホ
ー
ル
に
お
い
て
バ
ザ
ー
な
ど
の

収
益
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
の
お
楽
し
み
抽
選

会
で
は
ホ
ー
ル
満
場
の
な
か
、
十
等
賞
か
ら
一
等
賞
ま

で
、
五
十
二
個
の
賞
品
が
当
選
者
に
渡
り
、
盛
り
上
が

り
の
う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
23
日
（
水
）、
水
戸
市
社
会
福
祉
大
会
が

水
戸
市
民
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
新
荘
地

区
で
は
、
次
の
方
々
が
多
年
に
わ
た
る
地
域
福

祉
の
増
進
の
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
松
枝
　
道
子
　
様
（
栄
町
一
丁
目
）

・
社
会
福
祉
協
力
共
助
者
（
評
議
員
）

　
川
又
　
一
郎
　
様
（
新
荘
会
会
長
）

第
55
回
市
社
会
福
祉
大
会
顕
彰
者

新荘会ホームページの紹介

※検索のほか、QRコードからもアクセスできます。

新荘会や関係団体からの回覧等のお知らせ
をいち早く掲載してますのでご利用下さい。

名称「水戸市新荘地区地区会
　　　住みよいまちづくり新荘会」

２
月
28
日
（
金
）、「
市
民
の
集
い
」
が
水
戸

市
民
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
新
荘
地
区
で

は
、
次
の
方
々
が
永
年
勤
続
町
内
会
長
･
自
治

会
長
ほ
う
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

・
二
十
五
年
勤
続

　
松
枝
　
誠
一
　
様
（
栄
町
一
丁
目
）

・
十
年
勤
続

　
泉
　
　
幸
雄
　
様
（
八
幡
町
15
）

　
若
松
　
一
成
　
様
（
北
町
）

　
小
田
野
輝
夫
　
様
（
東
新
）

水
戸
市
ほ
う
賞
受
賞
者

令
和
６
年
度

発表会（フォークダンス）

大賑わいのバザー

住みよいまちづくり新荘会 検索
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ダンススポーツ

和宝会（笛、仕舞）

模擬店（肉まん、あんまん）

太　極　拳

はまゆう会（民舞）

指圧体験教室

コーラス

歌謡（歌唱）

豚汁の販売

童謡（合唱） お茶席（石州流茶道）友美会（民謡）

12
月
19
日
（
木
）
午
前
、
新
荘

市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い

て
子
育
て
広
場
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
が
、
親
子
15
組
30
人
が
参
加

し
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
３
年

目
で
、
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

新
荘
女
性
の
会
支
援
の
も
と
、
ピ

ア
ノ
演
奏
に
よ
る
合
唱
や
、
色
々

な
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
会
は
大
変

盛
り
上
が
り
終
え
ま
し
た
。

見守りボランティアの女性の会の皆さん
子育て広場クリスマス会

参加の皆さん

令
和
６
年
度

子
育
て
広
場

新荘ふれあいまつり 発表会、その他一部紹介
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新
荘
地
区
防
災
研
修
会

「
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
・
そ
な
エ
リ
ア
東
京

で
の
防
災
体
験
学
習
ツ
ア
ー
」
を
研
修
し
て

結 果

２
月
18
日
（
日
）、
新
荘
市
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
43
名
が
参
加
し
て
本

年
度
２
回
目
の
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

12
チ
ー
ム
に
よ
り
１
チ
ー
ム
４
～

７
試
合
が
実
施
さ
れ
、
和
気
あ
い
あ

い
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

12
月
25
日
（
水
）、
晴
天
に
恵
ま
れ

た
こ
の
日
、
そ
な
エ
リ
ア
東
京
「
防
災

体
験
学
習
施
設
」（
江
東
区
有
明
）
に

お
い
て
、
36
名
が
参
加
し
「
東
京
直
下

型
地
震
72
時
間
ツ
ア
ー
」
を
中
心
と

し
た
防
災
体
験
学
習
ツ
ア
ー
を
研
修

し
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
地
震
災
害
直
後
の

支
援
が
少
な
い
時
間
を
生
き
抜
く
知

恵
を
学
ぶ
体
験
学
習
ツ
ア
ー
で
す
。

被
災
地
や
避
難
所
の
様
子
を
再
現
し

た
実
物
大
の
ジ
オ
ラ
マ
展
示
や
補
助

員
の
解
説
と
ク
イ
ズ
形
式
の
進
行
に

よ
り
、
身
を
も
っ
て
地
震
災
害
を
体

験
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
修
時
間
は
約
一
時
間
で
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、
バ
ス
の
往
路

移
動
の
際
、
水
戸
市
制
作
の
「
特
殊
詐

欺
被
害
防
止
呼
び
か
け
」
動
画
が
初

上
映
さ
れ
、
参
加
者
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
受
け
た
様
子
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
さ
れ
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
研
修
後
は
、
羽
田

空
港
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
自
由
時
間
を

過
ご
し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

優勝
三田部志げ・
寺門恵美子・
竹貫純子チーム

二位
鶴田英一・小網昇・
橋本隆志・
袴塚孝太チーム

三位 龍崎正紀・椹沢庸平・
菅野俊安チーム

四位 横山かな・横山にな・
寺門るかチーム

新
荘
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
改
訂
版

「
心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
発
刊

祇園寺栴檀（センダン）及び本堂前にて

10
月
13
日
（
土
）
午
前
、
快
晴
の
な

か
新
荘
小
学
校
校
庭
に
お
い
て
、
令
和

６
年
度
新
荘
地
区
市
民
運
動
会
が
川

又
一
郎
実
行
委
員
長
の
も
と
ス
ポ
レ

ク
部
計
画
に
よ
り
、
午
前
中
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
は
、
前
年
度
の
10
種
目
の
ほ

か
、
最
後
に
各
団
体
の
長
に
よ
る
ジ
ャ

ン
ケ
ン
勝
ち
抜
き
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ

盛
り
上
が
り
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
昨
年
度
と
同
じ
約

４
０
０
人
で
し
た
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会
は
、

市
の
計
画
に
基
づ
き
３
月
１
日
、
関
係

団
体
と
協
力
し
、
新
荘
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ン
を
発
刊
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
新
荘
地
区
の
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
等
の
課
題
を
受

け
、「
心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
将
来
像
や
課
題
の
解
決
に
向

け
た
活
動
計
画
で
、
平
成
26
年
に
初
め

て
作
成
さ
れ
、
今
年
度
10
年
目
の
見
直

し
を
行
い
改
訂
版
を
作
成
し
ま
し
た
。

改
訂
内
容
は
、
地
域
団
体
の
連
携
・

協
力
の
項
目
を
新
設
し
た
ほ
か
、
現
況

を
更
新
し
、
細
部
の
実
施
内
容
を
整
理

し
実
態
に
即
し
た
も
の
に
変
更
し
ま

し
た
。

令
和
６
年
度

（
第
63
回
水
戸
市
体
育
祭
）

新
荘
地
区
市
民
運
動
会

ジャンケン勝ち抜きゲーム

開
催
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新
荘
地
区
歩
く
会

水
戸
の
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
ゾ
ー
ン
を
歩
く

11
月
10
日
（
日
）、
新
荘
地
区
歩
く

会
が
、
雨
模
様
の
な
か
、
水
戸
の
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
33
人
の
参
加
者
で
９
時
に

出
発
し
登
り
下
り
の
あ
る
約
５
キ
ロ

の
道
の
り
を
約
２
時
間
半
で
歩
き
ま

し
た
。
歩
数
は
約
１
万
歩
で
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー

出
発
後
、
祇
園
寺
、
八
幡
宮
、
神
明
水
、

湧
水
群
、
曝
井
、
愛
宕
山
古
墳
を
経
て

同
神
社
下
で
小
休
止
。
最
後
に
常
磐
共

有
墓
地
、
回
天
館
に
先
人
を
訪
ね
、
あ

じ
さ
い
広
場
で
各
自
弁
当
を
受
領
し

自
由
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
回	

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
で	

和
気
あ
い
あ
い	

令
和
６
年
度

投球練習

そなエリア東京玄関前にて

被災地の疑似体験



川
又
健
志
・
塩
井
雅
子
・
岩
淵
延
子

編
集
部
委
員

９
月
16
日
（
月
）
敬
老
の
日
、
令
和

６
年
度
新
荘
地
区
「
福
寿
の
つ
ど
い
」

が
残
暑
厳
し
い
曇
天
の
な
か
、
新
荘
市

民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
笹
島
隆
治
新

実
行
委
員
長
主
催
の
も
と
袴
塚
禮
子

実
行
委
員
長
代
行
以
下
29
名
の
支
援

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
の
参
加
者
は
、
令
和
四
年
度

か
ら
新
し
い
敬
老
会
の
事
業
に
よ
り
、	

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
及
び
90
歳
以
上

に
達
す
る
方
（々
４
月
～
翌
３
月
生
ま

れ
）
を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
は
、
該
当
の
招
待
者
４
７
３
人
中
、

昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
53
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

前
半
の
式
典
で
は
、
高
橋
靖
水
戸
市

長
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
若
松
一
成
様
に
参
加

者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

後
半
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
は

ま
ゆ
う
会
様
に
「
花
笠
音
頭
、
東
京
音

頭
」
２
曲
の
民
謡
舞
踊
を
、
茨
城
県
民

オ
ペ
ラ
協
会
有
志
の
皆
様
に
「
朧
月

夜
・
夏
は
来
ぬ
」
な
ど
、
多
く
の
曲
を

ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
る
二
重
唱
に
よ
り

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
の
最
後
は
実
行
委
員
と
共
に
昨

年
同
様
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
、
和

や
か
に
終
了
し
ま
し
た
。

開
催

「
福
寿
の
つ
ど
い
」

令
和
６
年
度

新
荘
地
区

茨城県民オペラ協会二重唱の皆様 はまゆう会の皆様

と
し
て
本
県
農
業
界
に
輝
か
し
い
足

跡
を
残
す
俊
秀
を
養
成
し
ま
し
た
。
当

時
、
当
校
の
よ
う
な
学
区
制
は
他
に
な

く
県
内
各
地
は
も
ち
ろ
ん
栃
木
や
福

島
か
ら
の
入
学
者
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
県
立
水
戸
農
学
校
（
県
立
水
戸
農
業

高
等
学
校
）
時
代

大
正
12
年
に
な
る
と
郡
制
廃
止
に

新
荘
散
策

伴
い
、
校
名
は

県
立
水
戸
農
学

校
と
改
称
し

ま
し
た
。
農
場

の
規
模
も
拡

大
し
、
開
校
当

時
の
実
習
田

の
約
82
ア
ー

ル
（
約
90
ｍ
×

90
ｍ
）
の
面
積

は
水
田
と
畑
合

わ
せ
約
５
倍
半

（
４
５
０
ア
ー

ル
）
と
な
り
ま

し
た
。

大
正
後
期

か
ら
昭
和
初
期

は
、
恐
慌
、
戦

争
で
食
料
増
産

の
た
め
昼
夜
の
な
い
日
々
が
続
き
、

報
国
隊
が
結
成
さ
れ
、
県
内
各
地
は

も
ち
ろ
ん
遠
く
は
北
海
道
ま
で
援

農
隊
が
派
遣
さ
れ
た
激
動
の
時
代

で
し
た
。

戦
後
は
、
昭
和
23
年
新
制
高
校
移

行
に
よ
り
県
立
水
戸
農
業
高
等
学

校
と
改
称
。
教
育
方
針
で
は
ス
ポ
ー

ツ
奨
励
を
宣
言
し
「
天
下
に
水
農
あ

り
」
の
名
声
を
広
め
る
黄
金
時
代
を

築
き
ま
し
た
。

昭
和
45
年
、
本
校
は
那
珂
町
（
現

在
の
那
珂
市
）
に
移
転
し
、
現
在
の

県
立
水
戸
農
業
高
等
学
校
と
な
り

ま
し
た
。

二
．
県
立
歴
史
館
の
開
館

学
校
跡
地
に
は
、
明
治
百
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
県
立
歴
史
館

が
建
設
さ
れ
、
昭
和
49
年
に
開
館
し

今
年
度
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
こ
に
は
、
原
始
古
代
か
ら
近

代
に
至
る
迄
の
県
内
の
史
料
が
数

緑
町
地
区
（
緑
町
一
～
二
丁
目
）

に
あ
っ
た
旧
町
名
の
木
の
折
町
を
紹

介
し
ま
す
。（
地
図
参
照
）

こ
こ
の
地
名
は
、
以
前
は
常
磐

村
東
原
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
昭
和
八

年
水
戸
市
に
合
併
さ
れ
東
原
町
と

な
り
、
翌
九
年
東
原
町
の
一
部
に

小
字
名
を
付
け
、
木
ノ
折
町
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。
木
の
折
町
は
、
昭
和

四
十
三
年
に
緑
町
一
丁
目
、
緑
町
二

丁
目
と
な
り
ま
し
た
。

一
．
農
学
校
の
開
校

こ
の
地
域
周
辺
は
公
共
施
設
で
占

め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
県
立
歴
史
館

の
あ
る
地
（
木
の
折
町
）
に
は
、
明

治
期
か
ら
約
七
十
年
間
、
県
立
農
学

校
（
後
に
県
立
水
戸
農
業
高
等
学
校

に
改
称
）
が
開
校
し
、
時
代
の
進
展

と
社
会
の
要
請
に
応
え
て
、
幾
多
の

俊
秀
を
排
出
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
し

た
。

〇
県
立
農
学
校
時
代

茨
城
県
は
明
治
28
年
、
従
来
の
慣

行
農
法
に
代
わ
り
科
学
的
近
代
農
法

の
学
理
と
実
際
を
教
授
す
る
た
め
県

中
央
農
事
講
習
所
が
南
三
の
丸
に
開

所
し
、
翌
年
県
簡
易
農
学
校
が
設
立

し
ま
し
た
。

明
治
33
年
に
は
茨
城
県
農
学
校
と

改
称
さ
れ
、
場
所
は
常
磐
公
園
（
偕

楽
園
）
に
近
く
自
然
美
に
恵
ま
れ
た

閑
静
な
常
磐
村
東
原
の
地
が
選
ば

れ
、
新
築
開
校
し
ま
し
た
。

翌
年
に
は
茨
城
県
立
農
学
校
と
改

称
さ
れ
、
県
下
唯
一
の
県
立
農
学
校

三
．
そ
の
他

こ
の
地
に
は
古
く
は
、
久
保
町

（
大
工
町
３
丁
目
）
と
の
境
の
地
に
、

光
圀
公
が
命
じ
て
移
設
し
た
親
鸞

上
人
ゆ
か
り
の
三
縁
山
浄
安
寺
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
で

は
、
県
立
青
少
年
会
館
や
、
水
戸
市

北
消
防
署
が
あ
り
ま
す
。

多
く
所
蔵
保
管
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
敷
地
内
に
は
、
南
側
に
復
元
さ

れ
た
県
立
水
戸
農
業
高
等
学
校
旧

本
館
と
当
時
植
え
ら
れ
72
年
経
つ

銀
杏
並
木
が
遺
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

県
指
定
文
化
財
の
旧
水
海
道
小
学

校
校
舎
、
旧
茂
木
家
宅
（
江
戸
時
代

の
農
家
建
築
）
な
ど
が
移
設
展
示
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
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緑
町
地
区「
木
の
折
町
」

旧
町
名
シ
リ
ー
ズ
（
６
）

元山町

寿 町

緑町1丁目

緑町２丁目

木の折町

木の折町

久保町久保町

東 町

青字：旧町名
赤字：現在の町名等

○水戸市北消防署

凡 例

○茨城県立歴史館
旧県立水戸農学校

○アダストリアみとアリーナ
東町運動公園

○県立青少年会館

岩間街道

N
５０号線

桜川橋

沢渡川

常磐線

信願寺

浄安寺
 卍
浄安寺
 卍

卍

常 磐 公 園
偕楽園

明治･大正期の県立農学校校舎全景
（手前の表門は現在の県立歴史館南門）


